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福島県県中保健福祉事務所

                       平成２９年第４９週　県中保健福祉事務所感染症レター　　           (H29.12.4～H29.12.10)

福島県 県中地域 須賀川・岩瀬地区 石川地区 田村地区
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【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況

〈県中地域でインフルエンザの小流行が見られます〉
　県中地域でインフルエンザの小流行が見られます。インフルエンザは、高熱、関節痛、筋肉痛等全身の症
状が突然現れます。併せて普通の風邪と同様、鼻汁、咳等の症状もみられます。まれに、乳幼児は脳症を、
基礎疾患のある方や高齢者は肺炎を伴うなど、重症化するおそれがありますので、早期発見、早期受診を心
掛けてください。
　インフルエンザの予防には、手洗い等が有効です。流水・石鹸による手洗いは手指など体についているイ
ンフルエンザウイルスを物理的に除去するために有効な方法であり、インフルエンザに限らず接触感染や飛
沫感染などを感染経路とする感染症の対策の基本です。こまめな手洗いを心掛けましょう。

この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム

ＴＥＬ：0248-75-7818  E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp

年末年始に海外へ渡航される皆さまへ！

年末年始には海外へ渡航される方が多くなります。

海外滞在中に感染症にかかることなく、安全で快適に旅行し、

帰国することができるように、感染症の予防対策をお知らせします。

麻しんに注意！
●昨年、日本国内における麻しんの報告数は159例(暫定)でした。

そのすべてが海外での感染例またはその患者と関連した例と

されています。麻しんは特に感染力が強く、世界中で発生の

報告がみられます

●感染予防には予防接種が有効です。効果を確実にするためには

２回の接種が重要です。予防接種を２回受けていない方、接種

歴が不明な方は、かかりつけの医師に相談し、予防接種を受け

ましょう。

旅行中の心得
●生水、氷、カットフルーツを食べることは

避けましょう。

●食事は十分に火の通った信頼できるものを

食べましょう。

●動物は狂犬病、MERSや鳥インフルエンザ

などのウイルスをもっていることがあるので、

むやみに触らないようにしましょう。

帰国したら…
●帰国後に体調が悪くなったら、電話で事前に連絡をしてから医療機関を受診して下さい。

●医療機関を受診する際には、海外渡航歴を必ず話して下さい。

●受診方法が分からないときや、不明なことがあるときには検疫所または保健所にご相談下さい。


